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1． この会社が目指している将来の姿が理解できるか 

→十分に理解することは難しい。 

 

企業の基本的価値観であり、永遠に追い求めるものとされている経営理念は少し漠然

としており、ややわかりにくい。一方、「中期 3 カ年経営計画」における目標及び長期

ビジョン「アジアのコンシューマーファイナンスカンパニーとしてトップブランドを確

立する」は具体的でイメージしやすく、十分に理解を示せるものである。（レポート 1、

８ページ目部分）その上８、９ページ目に詳細な説明が載っているためこの二つの理解

は容易い。 

 

上写真に見られるのがジャックスの中期参加念計画をより詳しく表した図、MOVE70

の図であるが、これに関しては環境・課題と社会に提供する価値との関係性が些かわか

りづらい部分があった。例えば少子高齢化という課題に対して「健康で活き活きと働け

る職場環境」を提供しているという意図だと推測したが、図にしたときに少しわかりに

くいので高さは揃えるべきだと感じた。 

また、この図はどちらかというと将来計画というよりも将来計画を立てた過去から何

をやってきたかのみが詳細に記載されているように感じられるため、もう少し将来目指

す姿について詳細に述べても良いと感じた。 

 

2． この会社の現在の競争優位性が理解できるか 

→理解できるが、競争優位性の有無（大小）は判別しにくい。 

基本的には大きいと考えられる。 

 



上写真にある、「社会に提供する価値」がいわゆる競争優位性である。「消費者の豊か

で満足感のある暮らし」、「便利で快適、安心・安全な決済機能」、「消費の活性化」（SDGs8、

9、10 番対象）、「環境負荷の軽減と環境の節約」（SDGs7、11、13 番対象）、「健康で活

き活きと働ける職場環境」（SDGs5、8 番対象）の 5 つが競争優位性であると理解でき

る。図表のため見やすく理解しやすい。 

 代表取締役社長の村上亮氏の発言、ジャックス社が「国内クレジット事業 No.1 乗シ

ェアを獲得できている」ことも鑑みると、「便利で快適、安心・安全な決済機能」、「消費

の活性化」に関しては競争優位性が高いと推測できるが、他の三つの競争優位性はジャ

ックス社独自の強みが見当たらないため、優位性の有無（大小）をはっきりと判断する

ことは難しい。 

それ以外にも 9 ページにサステナビリティ基本方針として、環境面では、TCFD（気

候関連財務情報開示タスクフォース）などのフレームワークに沿った情報開示の取り組

み、EV の取り扱い推進や廃棄プラスチック素材を使用したカードの発行、安心・安全

な社会を維持するための情報セキュリティの確保、人的資本に対しても女性社員の比率

等ジャックスならではの持続可能な取り組みが見られ、競争優位性が大きいことが窺え

る。さらに 28 ページから 37 ページまで、より細かくサステナビリティの説明がなされ

ており、とても理解しやすいものとなっている。 

   27 ページ参照の 5 つのマテリアリティ「安心・安全で利便性の高いサービス提供」、

「環境の保全」、「脱炭素社会実現への貢献」、「多様性と人権の尊重」、「ガバナンスの高

度化」が挙げられているが、これらもしっかりと主な取り組み事例が下に記載されてお

り理解しやすい内容となっている（下写真参照）。しかしサステナビリティと異なり、多

くの企業が企業努力として掲げている目標であるため、競争優位性は大きくないと考え

られる。 

 

 

3． その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 

→よく理解できる 

 

 2 番で取り扱った順に読み解いていく。 



まず、最初に紹介されていた「社会に提供する価値」について、特に SDGs の目標を対

象としている、「消費の活性化」、「環境負荷の軽減と環境の節約」、「健康で活き活きと

働ける職場環境」の三つは持続可能な目標についての競争優位性であるため持続性があ

ると理解することができる。「消費者の豊かで満足感のある暮らし」、「便利で快適、安

心・安全な決済機能」についても、未だクレジットカードに代わるテクノロジーの発展

が起きていないこと、ジャックスが業界シェアトップであることを考慮するとどちらも

持続性のある競争優位性であると考えることができる。 

 次に、サステナビリティ基本方針について考察していく。TCFD がそもそも持続可能

な社会の実現、とりわけ気候問題に対応するものなので持続可能性は高いと考えられる。

また、EV の取り扱い推進や廃棄プラスチック素材を使用したカードの発行、安心・安

全な社会を維持するための情報セキュリティの確保についても同様である。人的資本に

対して、日本の平均女性社員比率は 26.5％（2021 年度）であるのに対し、ジャックス

の女性社員比率は 30.5%(2021 年度)であり、女性従業員割合の増加比率が 1%を切って

いることからこの課題に関しても持続性のある競争優位性を保持していると言える。 

 最後に 5 つのマテリアリティに関しては上写真にも合うように目標が持続可能な社

会の実現であるためにこれらに関しても持続性を保有しているということができるだ

ろう。 

 

4.  この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

→とてもそう思う 

 

9 ページで述べられているように、デジタルトランスフォーメーション（DX）へのり

組みの一つとして DX 人材の確保が挙げられている。これについて、商品・サービスで

の極端な差別化が難しい業態であることを勘案し、安易に外部の人間に頼ることなく、

社内での育成に努めることを基本方針としており、近年話題の DX を身につけられる

空間が存在するというのは自身の人的資本の価値向上に大きく貢献すると私は考える。

また、7 ページの村上氏の「何よりも人の成長を重視する」という発言も大きい。会社

全体の方針として人的資本の価値向上が挙げられているため、自身の人的資本の価値

向上を図るのにうってつけの企業であると考えられる。 

 

5．報告書のよかった点はどこか、どのような改善余地があるか 

→良かった点 

 

カラフルな図表、写真が多く、それと共に見やすいフォントでとても読みやすかった。

ハイライトもハイライトとして見られるようしっかりと簡潔にまとめてありとても理

解しやすかった。 



→改善点 

 

多く挙げられている競争優位性がアニュアルレポートのあちこちに散らばっており、

ページを行ったり来たりしながら読まなければいけなかったのが残念であっった。構

成上仕方がないことだとはわかりつつも少し億劫であった。 

また、4~5 ページの”At a Glance”（上写真）は一見してわかるようアニュアルレポー

トの構成を簡潔に示しているが、レポートを一通り一読しないとわかりにくい図表に

なっていると個人的に感じたので、もっと因果関係を示す、関係がないところは繋がり

をたつ（薄い青矢印でなく線で区切る）等の方法をとっても良いと感じた。 
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